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問企画政策課情報化推進係☎（９６２）７２５０

調査の流れ

回答完了

➡

➡

調査書類の配布

回答サイトにアクセスし、画面
案内にそって、国勢調査に回答
してください。

９/14月～10/ ７水

インターネット回答期間

➡
調査票（紙）での回答期間

10/ １木～10/ ７水

記入いただいた調査票は郵送での
提出にご協力ください。
※調査員に提出することもできます。

➡

９/14月～
� 9/27日

調査員が皆さん
のお宅を訪問し、
調査書類を郵便
受けに入れるな
どしてお配りし
ます。

調査員が自宅訪問（調査書類の配布）
①調査員が各家庭を訪問し、世帯人数など簡単な聞き取りを行います。

②�聞き取り後、世帯人数に合わせた調査書類を郵便受けやドアポストなどに入れて、配布させ
ていただきます。

③�新型コロナウイルス感染症対策（インターホン越しの会話やフェイスシールドの着用など）
を徹底し、ご訪問します。

国勢調査を装った詐欺や「かたり調査」に注意
・金銭を要求することはありません。

・銀行口座の暗証番号やクレジットカード番号をお聞きすることはありません。

・国勢調査を装った不審な訪問者や、不審な電話・電子メールなどにご注意ください。不審に
 �思ったときは、速やかに町企画政策課にお知らせください。

※インターネットでの回答にご協力ください。

全国一斉国勢調査が
はじまります
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あそびべ、とべ。ニュース

「小さな親切」で表彰されました
　「小さな親切」運動愛媛県本部
から、町食生活改善推進協議会
の活動が表彰されました。幅広
い世代に対する長年の食育活動
が、評価されました。男性料理
教室では、料理初心者でも安心
して参加できるように、会員自
身がサポート役となり調理実習

を行っています。健康について
の知識を学ぶこともでき、参加
者にも好評です。今後も、地域
に根づいた食育活動での活躍が
期待されます。

松山地方気象台長と地域防災力の向上のための連携強化
　松山地方気象台の西村修司台
長と町長が気象予報における防
災・減災についての懇談を行い
ました。
　気象台では、県内の首長との
信頼関係の深化に努めており、
台長と町長のホットラインの再
確認やさまざまな支援策を提案

され、今後も町と気象台で連携・
協力していくことを確認しまし
た。

軟式野球大会
　21チーム（１部 10チーム、２部 11チーム）が参加し、町内軟式野球大会が開催されました。
　過去５年の成績が上位チームからなる１部は 10年ぶりに「三角・麻生・田ノ浦」が、２部は「拾
町・重光」が優勝しました。

順位 団体名
１位 三角・麻生・田ノ浦
２位 宮内
３位 千里・久保田

高尾田Ｂ

順位 団体名
１位 拾町・重光
２位 上野団地
３位 五本松

大畑

日程　7月 19日　場所　陶街道ゆとり公園ほか町内各グラウンド　問社会教育課☎（962）５９５２

日程　７月 13日
場所　伊予銀行砥部支店
問保険健康課☎（962）6888

日程　７月２日
場所　砥部町役場
問総務課☎（962）6110

詳しくは砥部町ホームページに
掲載しています。

砥部町　広報とべ 検索
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お
知
ら
せ

　
平
日
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

手
続
き
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
受

付
時
間
の
延
長
と
休
日
受
付
を
行
い
ま

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
・
交
付
申
請
を
し
た
い
人
は
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
住
民
票
・
印
鑑
・
戸
籍
な
ど

の
証
明
書
の
発
行
も
行
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
４
日
日
９
時
～
13
時

　
　
　
10
月
15
日
木
17
時
15
分
～
19
時

場
所　
戸
籍
税
務
課

取
扱
業
務

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
・
交
付
・
更
新
申
請

○
住
民
票
・
印
鑑
・
戸
籍
な
ど
の
証
明

書
の
発
行

受
け
取
り
に
必
要
な
も
の

○
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

○
通
知
カ
ー
ド

○
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
交
付
申
請
の
場
合
は
、
必
要
な
も
の

が
申
請
者
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
戸
籍
税
務
課
住
民
係
☎（
９
６
２
）２
０
２
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
時
間
延
長
と
休
日
窓
口
を
開
設

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
付
き
カ
ー
ド

で
券
面
に
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、

性
別
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）、

本
人
の
顔
写
真
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
で
き
る
こ
と

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る
書
類
と

し
て

○
各
種
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
な
ど

○
本
人
確
認
の
身
分
証
明
書

申
請
方
法

○
郵
送
に
よ
る
申
請
（
通
知
カ
ー
ド
の

下
部
に
あ
る
交
付
申
請
書
）

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ
ソ
コ
ン
）
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
W
e
b

（
ウ
ェ
ブ
）
申
請

○
役
場
に
て
申
請

　
申
請
後
、
約
１
カ
月
で
お
受
け
取
り

の
ご
案
内
が
で
き
ま
す
。

　
ご
不
明
な
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
戸
籍
税
務
課
住
民
係
☎（
９
６
２
）２
０
２
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
決
定

　
任
期
満
了
に
伴
い
新
た
な
農
業
委
員

18
人
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
17

人
が
決
定
し
ま
し
た
。
両
委
員
の
連
携

に
よ
り
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・

集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・

解
消
、
農
業
へ
の
新
規
参
入
の
促
進
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

農
業
委
員
（
任
期　
令
和
２
年
７
月
20

日
～
令
和
５
年
７
月
19
日
）

会
長

大
内　
廣
志
（
千
足
・
七
折
・
大
角
蔵
）

会
長
代
理

西
岡　
弘
安
（
満
穂
・
玉
谷
）

委
員

　
森　
正
一
（
拾
町
・
重
光
・
八
倉
）

田
中　
祥
三
（
三
角
・
麻
生
・
田
ノ
浦
）

大
野　
和
博
（
原
町・上
原
町・高
尾
田
）

藤
田　
平
（
川
井
・
頭
ノ
向
）

中
村　
孝
幸
（
宮
内
）

亀
田　
義
一
（
外
山・鵜
ノ
崎・北
川
毛
）

土
井　
敬
一
（
五
本
松
）

宇
津
見　
尚
規
（
客・中
通・上
ノ
山・戎・射
場
）

山
中　
洋
一
郎
（
久
保
田
・
大
谷
）

田
中　
和
樹
（
岩
谷
・
岩
谷
口
）

三
木　
恭
子
（
川
下
・
川
中
・
大
平
）

佐
野　
淳
子
（
万
年・川
上・千
里・二
ツ
木・立
野
）

松
岡　
孝
夫
（
多
居
谷・中
野
川・仙
波
）

山
田　
義
秀
（
総
津
）

松
尾　
利
勝
（
高
市
）

田
中　
弘
（
中
立
委
員
）

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
任
期　

令
和
２
年
７
月
20
日
～
令
和
５
年
７
月

19
日
）

委
員

河
原　
英
樹
（
拾
町
・
重
光
・
八
倉
）

白
潟　
泰
（
三
角
・
麻
生
・
田
ノ
浦
）

村
上　
茂
（
原
町
・
上
原
町
・
高
尾
田
）

武
田　
孝
司
（
川
井
・
頭
ノ
向
）

川
口　
昭
彥
（
千
足
・
七
折
・
大
角
蔵
）

正
岡　
英
司
（
宮
内
）

坂
井　
和
吉
（
北
川
毛
）

古
田　
俊
正
（
五
本
松・外
山・鵜
ノ
崎
）

長
岡　
賢
二
（
客・中
通・上
ノ
山・戎・射
場
）

久
保　
徹
（
久
保
田
・
大
谷
）

日
野　
大
成
（
岩
谷
・
岩
谷
口
）

阪
和　
敬
二
（
川
下
・
川
中
・
大
平
）

佐
野　
惠
美
（
万
年・川
上・千
里・二
ツ
木・立
野
）

相
原　
雄
一
（
満
穂
・
玉
谷
）

土
井　
孝
幸
（
多
居
谷・中
野
川・仙
波
）

水
川　
規
良
（
総
津
）

古
田　
博
義
（
高
市
）

問
農
業
委
員
会

☎
（
９
６
２
）
５
６
６
７
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中
央
公
民
館
１
階
に
オ
ー
プ
ン
し
た

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
が
、
７

月
に
開
催
し
た
砥
部
町
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
会
議
で
、
参
加
委
員
の
採
点
に

よ
り
、
応
募
総
数
20
点
か
ら
「
と
べ
っ

こ
ら
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
と
べ
っ
こ
ら
」
の
名
付
け
親
、
小
中

明
廣
さ
ん
（
大
南
）
は
、
応
募
者
の
中

で
最
高
齢
の
80
歳
で
す
。「
砥
部
の
子
ど

も
た
ち
が
の
び
の
び
と
大
き
く
育
っ
て

い
き
ま
す
よ
う
に
」
と
の
願
い
を
込
め

て
、「
砥
部
っ
子
ら
」=

「
と
べ
っ
こ
ら
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
８
月
12
日
に
、

受
給
要
件

　
国
民
年
金
の
加
入
者
ま
た
は
加
入
者

で
あ
っ
た
人
が
、
病
気
や
け
が
で
障
害

の
状
態
と
な
り
、
次
の
①
か
ら
③
の
要

件
を
満
た
す
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。

①
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
傷
病
が
、
国

民
年
金
被
保
険
者
の
期
間
中
に
生
じ
た

も
の
で
あ
り
、
定
め
ら
れ
た
保
険
料
が

納
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
障
害
が
一
定
の
時
点
（
障
害
認
定
日
）

に
お
い
て
、
医
学
的
見
地
か
ら
、
一
時

的
な
も
の
で
は
な
く
永
続
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
。

③
障
害
の
程
度
が
、
日
常
生
活
を
営
む

最
優
秀
愛
称
賞
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。

問
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
福
祉
係
☎（
９
６
２
）６
２
９
９

能
力
の
喪
失
の
度
合
い
に
よ
り
、
法
に

定
め
る
程
度
以
上
で
あ
る
こ
と
。

※
20
歳
以
前
に
す
で
に
一
定
の
障
害
に

あ
る
人
や
、
国
民
年
金
の
加
入
終
了
後
、

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
間
に
起
き
た
け

が
や
病
気
に
よ
っ
て
一
定
以
上
の
障
害

と
な
っ
た
場
合
に
も
、
要
件
を
満
た
し

て
い
る
と
き
は
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
た
だ
し
、
老
齢
年
金
を
繰
り
上

げ
請
求
し
て
い
る
人
は
対
象
外
で
す
）

問
保
険
健
康
課
保
険
年
金
係
☎（
９
６
２
）７
０
５
７

松
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎（
９
２
５
）５
１
０
５〔
自
動
音
声
案
内
〕

　
防
災
対
策
の
基
本
は「
自
助
」「
共
助
」

「
公
助
」
の
３
つ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
の
「
共
助
」
の
役
割
を
期
待
さ
れ

て
い
る
の
が
「
自
主
防
災
組
織
（
自
治

会
）」
で
す
。

　
町
で
は
地
域
の
「
共
助
」
の
推
進
を

目
的
に
、
自
治
会
が
行
う
防
災
訓
練
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
訓
練
内

容
な
ど
の
相
談
対
応
、
講
師
派
遣
や
訓

練
資
機
材
の
貸
出
も
可
能
で
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

自
助　
一
人
一
人
が
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る

共
助　
住
民
が
協
力
し
て
地
域
の
安
全

を
み
ん
な
で
守
る

公
助　
自
治
体
・
消
防
・
警
察
・
自
衛

隊
な
ど
の
公
的
支
援

訓
練
の
事
例
紹
介

　
川
井
区
・
川
井
団
地
区
で
は
、
町
内

一
斉
清
掃
の
日
に
合
わ
せ
て
、
毎
年
合

同
で
消
防
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
地
元
の
消
防
団
や
防
災

士
が
講
師
と
な
り
、
消
火
栓
を
使
用
し

て
の
放
水
訓
練
（
写
真
１
）
や
防
災
講

話
（
写
真
２
）
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

問
総
務
課
危
機
管
理
室
☎
（
９
６
２
）
６
１
１
０

砥
部
消
防
署
☎
（
９
６
２
）
２
１
１
９

自
治
会
が
行
う
防
災
訓
練

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
と
べ
っ
こ
ら
」

年
金
情
報
（
障
害
基
礎
年
金
）

１２
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使
用
済
小
型
家
電
の
中
に
危
険
物
が

混
入
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
運
搬
中

や
作
業
中
に
火
災
な
ど
の
事
故
が
発
生

す
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
必
ず
危
険
物

を
取
り
除
い
て
か
ら
廃
棄
し
て
く
だ
さ

い
。

※
充
電
式
電
池
な
ど
取
り
除
け
な
い
場

合
は
、
そ
の
ま
ま
で
か
ま
い
ま
せ
ん

危
険
物
の
例　
灯
油
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
・
ア
ル
カ
リ
電
池
・
マ
ン
ガ
ン
電
池
・

ニ
ッ
カ
ド
電
池
・
ニ
ッ
ケ
ル
電
池
な
ど

問
生
活
環
境
課
ご
み
対
策
係
☎（
９
６
２
）７
４
４
６

使
用
済
小
型
家
電
排
出
時
の
お
願
い

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
し
て
、
餌

を
あ
げ
て
い
ま
せ
ん
か
。
不
妊
去
勢
手

術
を
し
な
い
猫
に
餌
を
あ
げ
る
こ
と

で
、
猫
が
大
き
く
な
り
子
猫
が
生
ま
れ
、

猫
の
数
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
猫
の
ふ
ん
尿
被

害
な
ど
に
困
る
人
も
い
ま
す
。
猫
を

飼
っ
た
り
、
不
妊
去
勢
手
術
を
し
て
管

理
で
き
な
い
場
合
は
、
無
責
任
な
餌
や

り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
本
町
で
は
、
飼
い
犬
、
飼
い
猫
、
飼

い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

（
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
つ
い
て
は
、

耳
を
Ⅴ
字
カ
ッ
ト
し
た
も
の
に
限
り
ま

す
）

　
詳
細
は
生
活
環
境
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係
☎（
９
６
２
）７
４
４
６

９
月
20
日
か
ら
26
日
は
動
物
愛
護
週
間

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
防
止
す
る
た
め
、
広
田
小
学
校
を
除

く
町
立
小
・
中
学
校
の
運
動
会
へ
の
参

観
を
、
同
居
の
保
護
者
の
み
に
限
定
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
な

ど
一
般
の
参
観
を
お
断
り
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
学
校
教
育
課
総
務
係

☎
（
９
６
２
）
４
８
２
０

小
・
中
学
校
の
運
動
会

へ
の
参
加
に
つ
い
て

合
併
処
理
浄
化
槽
と
単
独
処
理
浄
化
槽

の
違
い
と
は
？

　
「
単
独
処
理
浄
化
槽
」
は
ト
イ
レ
の
排

水
だ
け
を
処
理
し
、
生
活
雑
排
水
は
処

理
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
は
家
庭
か
ら
で

る
全
て
の
生
活
雑
排
水
を
処
理
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

な
ぜ
入
れ
替
え
が
必
要
か
！

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
従
来
の
単
独

処
理
浄
化
槽
に
比
べ
、
川
な
ど
に
放
流

さ
れ
る
汚
れ
を
８
分
の
１
に
減
ら
す
こ

と
が
で
き
、
き
れ
い
な
水
を
流
し
て
美

し
く
豊
か
な
自
然
を
守
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

補
助
金
を
利
用
し
よ
う
！

　
本
町
で
は
単
独
処
理
浄
化
槽
・
汲
み

取
り
便
槽
か
ら
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ

入
れ
替
え
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
麻
生
校
区
の
公
共
下
水
道

整
備
予
定
区
域
お
よ
び
農
業
集
落
排
水

事
業
対
象
区
域
の
人
は
、
補
助
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課
浄
化
槽
係

☎
（
９
６
２
）
７
１
３
８

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
入
れ

替
え
を
お
願
い
し
ま
す
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ごみの捨て方
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日
程
・
講
師
・
内
容

第
１
回　
10
月
３
日
土
10
時
～
12
時

講
師
・
講
義　
町
学
芸
員
『
砥
部
町
の

古
文
書
を
読
む
』

第
２
回　
11
月
14
日
土
10
時
～
12
時

講
師
・
講
義　
太
田
由
美
子
先
生
『
島

の
大
工
の
置
き
土
産
―
長
州
大
工
の
活

躍
を
中
心
に
―
』

第
３
回　
12
月
12
日
土
10
時
～
12
時

講
師
・
講
義　
大
本
敬
久
先
生
『
災
害

の
歴
史
に
学
ぶ
―
中
予
地
方
の
地
震
・

水
害
史
―
』

場
所　
中
央
公
民
館
４
階
講
座
室

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
各
回
の
期
限
ま
で
に
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
、
電
話
、
メ
ー
ル
、

F
A
X
で
社
会
教
育
課
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
第
１
回
10
月
１
日
木
、
第
２

回
11
月
12
日
木
、
第
３
回
12
月
10
日
木

問
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
（
９
６
２
）
５
９
５
２

　
（
９
６
２
）
７
５
１
１

　

095shakai@
tow

n.tobe.ehim
e.jp

FAX

教室名 月曜日 木曜日
時間 10 時～ 14時 30分～

場所 中央公民館 総合福祉セン
ターはらまち

定員 100 人 30人
講師 町職員

内容 １回 50 分程度のストレッチと
筋肉トレーニング

対象 町に住民登録している人
持って
くるもの ヨガマットなどの敷物

申込方法
氏名・住所・電話番号を直接か
電話で保険健康課にお申し込み
ください。

問い合わせ 保険健康課健康増進係（保健セ
ンター）☎（９６２）６８８８

　運動は健康づくりに欠かせませんが、自
宅ではなかなか続きません。専門の指導者
がストレッチや筋力トレーニングの方法を
紹介しますので、参加してみませんか。
　次のうち週に１回のみ参加できます。

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
生

愛
媛  

Ｆ
Ｃ　
砥
部
町
マ
ッ
チ
タ
ウ
ン

レ
ノ
フ
ァ
山
口  

Ｆ
Ｃ
戦

日
時　
10
月
３
日
土
18
時

場
所　
ニ
ン
ジ
ニ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
（
県

総
合
運
動
公
園
内
）

チ
ケ
ッ
ト
（
Ｂ
自
由
席
）

〇
町
内
在
住
の
高
校
生
以
下
は
無
料
ご

招
待

〇
町
内
在
住
の
一
般
の
人
は
１
，０
０
０

円※
チ
ケ
ッ
ト
は
事
前
購
入
し
て
く
だ
さ

い
。
購
入
に
は
Ｊ
リ
ー
グ

会
員
登
録
が

必
要
で
す
。

　
無
料
招
待
券
の
受
け
取
り
や
店
頭
販

売
期
間
な
ど
の
詳
細
は
、
愛
媛
Ｆ
Ｃ
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

役
場
や
広
田
支
所
で
の
販
売
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
企
画
政
策
課
地
域
振
興
係
☎（
９
６
２
）７
２
５
０

９
月
は
屋
外
広
告
物
適
正
化
強
化
月
間

　
県
と
本
町
で
は
、
来
町
者
が
再
び
訪

れ
た
い
と
思
え
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、９
月
を
「
屋

外
広
告
物
適
正
化
強
化
月
間
」
と
定
め
、

屋
外
広
告
物
適
正
化
推
進
運
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
信
号
機
や
道
路
標
識
に
貼
ら
れ
た
ス

テ
ッ
カ
ー
・
は
り
紙
な
ど
は
違
反
広
告

物
で
す
の
で
、
見
か
け
た
場
合
は
、
建

設
課
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
管
理
係
☎（
９
６
２
）６
０
１
０

除
去
対
象
と
な
る
広
告
物

電
柱　
　
　
　
　
　
　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル

砥
部
歴
史
講
座

募
集

登
録
は

こ
ち
ら
▼
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団地名 宮内団地 久保団地（単身者住宅）

募集戸数 １戸（１階） １戸（２階）

場所 宮内 2275番地 総津 832番地

構造 鉄筋コンクリート造２階建
（平成 16年度建築）

鉄筋コンクリート造２階建
（平成９年度建築）

間取り
３LDK（和室６畳・洋室６畳２間・LDK） １DK（和室６畳・DK)

77.3㎡ 32.4㎡

家賃

２０，１００円から３９，５００円 １０，０００円

○共益費が別途必要です。
○電気・ガス・水道代などは家賃に含みません。
○駐車場が１台分あります。

○家賃は収入に応じて毎年変わります。 ○農業集落排水施設使用料が毎月必要です。

敷金 決定家賃の３カ月分 ２０，０００円

連帯保証人 ２人

入居資格

○現在住宅に困っている人
○町税などを滞納していない人
○暴力団員でない人

○町内に３カ月以上住民登録しているか、
勤務先がある人
○同居する親族がいる人
○世帯の状況に応じ一定の所得以下である人

○町内に就労する単身者の人
○町内に住民登録している人（町外在住の場
合は、入居時に住民登録をする人）
○年齢が入居時に満 40歳未満の人

申込方法 ８時 30分から 17時 15分（土・日曜日、祝日を除く）までに、次の書類を建設課に提出
してください。

書類

○建設課と広田支所にある入居申込書（町ホームページからもダウンロードできます）
○住民票（本籍・続柄記載、入居者希望者全員のもの）
○納税状況調査の同意書か完納証明書
○現住所略図

○所得証明書（入居者全員）

申込期限 10 月 30日金 随時

入居予定 12 月１日火

その他 抽選日：11月 16日月 14時～
役場１階第 1会議室

問い合わせ 建設課管理係☎（９６２）６０１０

町営住宅入居者
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ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
in
と
べ
２
０
２
０
参
加
者

日
時　
10
月
11
日
日
９
時
～
12
時
（
雨
天
中
止
）

場
所　
陶
街
道
ゆ
と
り
公
園

綱
引
き
合
戦

参
加
資
格　
町
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
人
、
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会・町
内
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人

部
門　
○
小
学
生
の
部
○
中
学
生
の
部

○
一
般
女
子
の
部
（
中
学
生
以
上
）
○

一
般
男
子
の
部
（
中
学
生
以
上
、
男
子

の
替
わ
り
に
女
子
が
入
る
の
は
可
）

チ
ー
ム
編
成　
１
チ
ー
ム
選
手
８
人
、

登
録
は
16
人
ま
で
※
代
表
者
は
成
人

ペ
タ
ン
ク
大
会

参
加
資
格　
町
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
人
、
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会・町
内
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人

で
、
小
学
５
年
生
以
上
の
人

チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
選
手
３
人

（
性
別
は
問
わ
な
い
）
※
代
表
者
は
成
人

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
資
格　
町
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
人
、
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会・町
内
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人

で
、
小
学
校
５
年
生
以
上
の
人

部
門　
○
団
体
戦
○
個
人
戦
（
団
体
参

加
者
も
対
象
）

チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
選
手
５
人

（
性
別
は
問
わ
な
い
）
※
代
表
者
は
成
人

ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
大
会

参
加
資
格　
町
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
人
、
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会・町
内
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人

で
、
小
学
校
４
年
生
以
上
の
人

部
門　
○
団
体
の
部
○
個
人
の
部
（
団

体
参
加
者
も
対
象
）

チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
選
手
３
人

（
性
別
は
問
わ
な
い
）
※
代
表
者
は
成
人

申
込
期
限　
９
月
15
日
火

申
込
方
法
（
共
通
）　
社
会
教
育
課
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
か
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
社
会
教
育
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策

○
マ
ス
ク
の
着
用
と
自
宅
で
の
検
温
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
開
会
式
と
表
彰
式
は
行
い
ま
せ
ん
。

○
競
技
ご
と
に
徹
底
し
た
対
策
を
講
じ

ま
す
。

問
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
（
９
６
２
）
５
９
５
２

〒
７
９
１-

２
１
２
０　
宮
内
１
３
６
９

　
（
９
６
２
）
７
５
１
１

　

095shakai@
tow

n.tobe.ehim
e.jp

FAX

「
ふ
る
さ
と
砥
部 

井
上
正
夫 

絵
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」

作
品

　
新
派
の
名
優
井
上
正
夫
は
絵
を
描
く

こ
と
が
好
き
で
、
友
人
や
知
人
へ
の
手

紙
に
は
、
そ
の
時
々
に
応
じ
た
絵
が
添

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
に
引
き
続
き
、

井
上
が
愛
し
た
「
絵
手
紙
」
の
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

題
材　
ふ
る
さ
と

※
個
人
宛
に
送
ら
れ
た
絵
手
紙
の
応
募

も
可
。（
作
者
に
応
募
の
了
承
を
得
る
こ

と
）

部
門　
一
般
・
学
生
の
部

形
式　
手
紙(

Ａ
４
サ
イ
ズ
ま
で)

、
は

が
き

募
集
方
法　
作
品
の
裏
に
住
所･

氏
名

･

年
齢
（
学
生
は
学
校
名
・
学
年
）
を

記
入
の
上
、
郵
送
か
直
接
の
ど
ち
ら
か

で
井
上
正
夫
会
事
務
局
（
社
会
教
育
課

内
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
期
限
必
着

表
彰
・
副
賞

特
選
（
各
部
門
１
作
品
）

図
書
カ
ー
ド
５
，
０
０
０
円
分

入
選
（
各
部
門
３
作
品
以
内
）

図
書
カ
ー
ド
３
，
０
０
０
円
分

佳
作
（
各
部
門
５
作
品
以
内
）

図
書
カ
ー
ド
１
，
０
０
０
円
分

募
集
期
限　
令
和
３
年
１
月
８
日
金

問
井
上
正
夫
会
事
務
局（
社
会
教
育
課
内
）

☎
（
９
６
２
）
５
９
５
２

〒
７
９
１
‐
２
１
２
０

宮
内
１
３
６
９

昨
年
の
特
選
受
賞
作
品

一
般
の
部

学
生
の
部
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臨時職員（会計年度任用職員）

町
職
員
採
用
試
験

　
令
和
２
年
度
の
職
員
採
用
試
験
を
行

い
ま
す
。

試
験
の
方
法　
試
験
は
、
第
１
次
試
験

お
よ
び
第
２
次
試
験
と
し
、
第
２
次
試

験
は
第
１
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し
て

行
い
ま
す
。

第
１
次
試
験
の
日
時
・
場
所

10
月
18
日
日
10
時
～
・
文
化
会
館

受
験
手
続

①
採
用
試
験
の
申
込
書
は
、
総
務
課
で

交
付
し
ま
す
。

※
申
込
書
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

�https://w
w
w
.tow

n.tobe.
ehim

e.jp/

②
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

受
付
期
間
内
に
総
務
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

受
付
期
限　
９
月
18
日
金

○
持
っ
て
く
る
場
合
は
、
土
・
日
曜
日
・

祝
日
を
除
く
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

ま
で

○
郵
送
の
場
合
は
、
９
月
18
日
金
ま
で

の
消
印
が
あ
る
も
の
を
受
け
付
け
ま

す
。

申
込
書
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課
人
事
係
☎
（
９
６
２
）
６
１
１
０

〒
７
９
１
‐
２
１
９
５

砥
部
町
宮
内
１
３
９
２

試験区分 採用
予定人数 受験資格 第１次試験 第２次試験

一般事務
（社会人経験枠）１人程度

昭和 61 年４月２日以降に生まれた人で、
民間企業などにおける業務経験が、令和３
年３月末で通算して３年以上ある人

○社会人基礎試験 ○作文試験
○口述試験

土木技師 １人程度 平成11年４月２日から平成15年４月１
日までに生まれた人

○教養試験
（高校卒業程度）
○専門試験

○作文試験
○口述試験

試験区分・採用予定人数・受験資格

子育て支援課 給食センター
募集人数 １人程度 ２人程度 １人

職務内容 保育所調理員 保育士、保育教諭 学校給食の配送、施設内の作
業

資格 健康で体力に自信のある人 保育士資格、幼稚園教諭免許
両方保持

３㌧トラックを運転できる普
通自動車免許か準中型自動車
運転免許以上

勤務場所 麻生保育所 町立保育所、砥部こども園 町学校給食センター

勤務日
勤務時間

月～土曜日（祝日、年末年始を除く）のうち週５日勤務 月曜日～金曜日（祝日、学校
長期休暇日を除く）
８時～ 16時 45分８時～ 16時 45分 ８時 30分～ 17時 15分

（早出・遅出勤務あり）
雇用期間 雇用日～翌年３月 31日
賃金 月給 149,142 円 月給 180,498 円 日給 6,779 円

手当など 健康保険・厚生年金・雇用保険の加入制度あり、期末手当あり
通勤距離２㌔以上は通勤手当を支給

募集期限 随時
採用方法 書類および面接により決定
面接日 本人に通知
申込方法 履歴書（写真を貼る）を提出してください。

申し込み
問い合わせ

子育て支援課保育幼稚園係
〒 791-2120　宮内 1369
☎（962）6171

町学校給食センター
〒 791-2141　岩谷口 460
☎（962）2240
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幼
稚
園
の
園
児

入
園
対
象

○
町
内
に
住
所
を
有
し
在
住
す
る
幼
児

○
新
３
歳
児
（
平
成
29
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
30
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
幼
児
）

○
新
４
歳
児
（
平
成
28
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
29
月
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
幼
児
）

○
新
５
歳
児
（
平
成
27
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
28
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
幼
児
）

募
集
期
間　
９
月
30
日
水
ま
で
の
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
14
時
～
16
時

※
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、
随
時
受

け
付
け
ま
す
。

申
込
場
所　
希
望
す
る
園
に
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
簡
単
な
面
接
が
あ
り
ま
す
の
で
、
入

園
を
希
望
す
る
幼
児
同
伴
の
上
、
印
鑑
、

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

保
育
時
間　
月
～
金
曜
日　
８
時
30
分

～
14
時

諸
費
用　
給
食
費
２
３
５
円
（
１
食
）、

教
材
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
な
ど

そ
の
他

○
募
集
定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た

と
き
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

○
集
団
生
活
に
参
加
す
る
上
で
、
配
慮

が
必
要
な
と
き
は
、
各
園
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
令
和
２
年
度
に
３
歳
児
・
４
歳
児
と

し
て
入
園
し
て
い
る
園
児
は
、
令
和
３

年
度
に
新
４
歳
児
・
新
５
歳
児
に
進
級

し
ま
す
の
で
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
子
育
て
支
援
課
保
育
幼
稚
園
係

☎
（
９
６
２
）
６
１
７
１

令
和
３
年
度
の
町
立
幼
稚
園
入
園
願
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

※
砥
部
こ
ど
も
園
（
幼
稚
園
部
）
の
入
園
申
込
は
、保
育
施
設
入
所
受
付
時
期
（
12
月・

１
月
予
定
）
に
あ
わ
せ
て
募
集
し
ま
す
。

町
立
幼
稚
園
で
は
在
園
児
の
預
か
り
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

保
育
時
間

開
園
日　
14
時
～
16
時
30
分

夏
休
み
な
ど　
８
時
30
分
～
16
時
30
分

利
用
料

開
園
日　
１
日
４
５
０
円

夏
休
み
な
ど　
１
日
１
，
２
０
０
円

（
弁
当
を
持
っ
て
く
る
）

※
保
育
の
必
要
性
を
認
定
さ
れ
た
人
は

一
部
利
用
料
が
無
償
化
さ
れ
ま
す
。

対
象　
在
園
児
で
保
育
が
必
要
な
理
由

の
あ
る
人

申
込
方
法　
事
前
登
録
制
で
す
。
在
籍

園
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

幼稚園 住所 電話番号 募集人数
（新３歳児）

宮内幼稚園 川井 1651 （９６２）４７６５ 35人
麻生幼稚園 原町 170 （９６２）３８２１ 35人

募集人数

※新４歳児・新５歳児として入園を希望する幼児についても、同時
募集します。（定員に空きがある場合に受け付けします）
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イベント
坂村真民記念館

文化会館

砥部焼伝統産業会館

問砥部焼伝統産業会館　☎（９６２）６６００

▼夏の砥部焼 2020（入場無料）
　人気の風鈴や蚊取り線香立て、そばちょこや
フリーカップなど、暑さを乗りきる砥部焼作品
を展示・販売します。
期間　９月 27日日まで
場所　２階

▼砥部焼カフェ時間
　「夏の砥部焼 2020」展示会場に喫茶コーナー
が登場します。珈琲やポンジュースを砥部焼の
カップ（１杯 100 円）で、提供します。砥部
焼の使い心地や口当たりの良さをお楽しみくだ
さい。
日程　９月 19日土、20日日

▼「坂村真民のまなざし～坂村真民が見
つめていたもの～」展

期間　令和３年２月 14日日まで

問坂村真民記念館　☎（９６９）３６４３

▼動画配信「またあいましょう」を合言葉に!
　皆さまが心から楽しんでいただけるその日に
向けて、文化会館で出演されたアーティストか
らメッセージが届いています。文化会館ホーム
ページで配信しています。ぜひご覧ください。
○砥部町出身ピアニスト　細田真子さん
○ジャズピアニスト　栗田敬子さん
○ピアニスト　黒田映季さん
○ピアニスト　池田慈さん
○マリンバ奏者　松島美紀さん
○フラメンコ舞踊家　伊須裕巳さん
○ギタリスト　智詠さん
○砥部町出身琴奏者　内島雅千穂さん

問文化会館　☎（９６２)７０００

とべ動物園

えひめこどもの城

問とべ動物園　☎（９６２）６０００

▼昔あそびフェスタ
　家族で一緒にコマやお手玉、竹工作にチャレ
ンジ！
　昔あそびを楽しもう！
日時　９月13日日11時～12時/14時～15時
場所　あいあい児童館内　多目的ホール
参加費　竹工作のみ 100円

問えひめこどもの城　☎（９６３）３３００

▼とべ動物園写真コンクール作品募集!
　令和元年７月１日から令和２年９月 30 日ま
でに撮影した、園内動物写真を募集します。詳
しくは、とべ動物園ホームページをご覧くださ
い。
申込方法　写真と応募用紙を動物園に
提出してください。（郵送可）
申込期限　10月４日日まで（必着）
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◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
や
口
座
番
号
な
ど
の
個
人
情

報
を
聞
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
っ
た
り
、

確
認
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
金
銭
を
要
求
し
た
り
、
手
数
料
の
振
込
み
を

求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
総
務
省
・
市
区
町
村
職
員
・
そ
の
他
関
係
者

な
ど
を
名
乗
っ
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な
ど
の
個
人

情
報
を
聞
か
れ
た
。

甚じ
ん
べ
い平
や
久
し
く
聞
か
ぬ
浪な
に
わ
ぶ
し

花
節�

渡
部
　
洋
三

老
い
て
な
ほ
夢
持
ち
た
ま
へ
星ほ
し
ま
つ
り祭�

大
西
　
一
教

ス
ー
パ
ー
に
児
童
の
願
ふ
笹
飾
り�

菊
池
　
明
美

持
ち
上
げ
て
重
た
き
西す
い
か瓜
落
し
け
り�

佐
々
木
美
知
恵

た
ち
ま
ち
に
故
郷
の
話
心と
こ
ろ
て
ん太�

篠
崎
　
伶
子

願
ひ
の
糸
懸か

け
る
媼お
う
なは
百
二
歳�

長
曽
我
部
弓
子

歩
き
初
む
曾ひ
ま
ご孫
目
で
追
ふ
夕
涼
み�

中
岡
セ
ツ
コ

雨
の
夜
は
百
合
の
香
少
し
遠
ざ
け
て�
長
戸
ふ
じ
子

ひ
と
り
占
め
朝
一
番
の
夏
の
空�
沼
田
　
千
寿

百
歳
の
句
友
住
む
丘
青あ
お
ぐ
る
み

胡
桃�

野
村
タ
カ
子

梅
雨
長
き
こ
と
も
書
き
込
む
農
日
記�

葊
末
　
榮
子

病
む
友
へ
色
の
き
れ
い
な
氷
菓
子�

福
岡
い
つ
子

真
夜
中
に
鳴
く
時ほ
と
と
ぎ
す鳥切
な
か
り�

福
岡
　
繁
平

七
夕
の
あ
れ
も
こ
れ
も
と
供
へ
け
り�

松
林
　
静
子

根
上
が
り
の
笹
に
七
夕
吊
る
農
婦�

宮
内
か
よ
子

爪
と
髭ひ
げ

ば
つ
か
り
伸
び
て
梅
雨
最さ
な
か中�

宮
田
　
弘
道

包
丁
を
研
い
で
向
き
合
ふ
大
西
瓜�

向
井
　
章
子

砥
部
焼
の
小こ
さ
じ匙
グ
ラ
ス
に
音
涼
し�

向
井
　
初
子

笹
飾
り
コ
ロ
ナ
終
息
書
き
吊
る
す�

森
　
　
安
子

転
ん
で
も
痛
み
に
堪
え
て
日
は
過
ぎ
る�

松
﨑
奈
津
栄

警
報
に
川
見
に
行
く
を
子
が
禁
止�

松
﨑
　
春
子

哀
と
愛
の
狭は
ざ
ま間
で
紫
陽
花
が
揺
れ
る�

石
井
ひ
ろ
み

嘘
が
下
手
ね
と
ブ
ラ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り�

田
中
　
貞
美

ワ
ク
チ
ン
を
待
つ
し
か
な
い
と
自
粛
す
る�

石
手
　
孝
子

庭
の
ツ
タ
生
き
抜
く
こ
と
に
意
味
が
あ
る�

斉
藤
美
恵
子

嘘
つ
か
ぬ
一
日
な
ぜ
か
胃
が
痛
む�

高
畑
　
俊
正

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
毎
週
木
曜
日

と
第
３
金
曜
日
は
、
専
門
の
相
談
員
が
対
応
）

問
相
談
窓
口（
商
工
観
光
課
内
）
☎（
９
６
２
）２
３
６
７

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
１
８
８

消
費
者
力
ア
ッ
プ
通
信

相談事例アドバイス

俳
句

川
柳

砥
　
部
　
句
　
会

川 

柳 

と 

べ 

吟 

社

あ
そ
び
べ
、
と
べ
。

町 

の 

文 

化 

財

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
乗
じ
た
詐
欺
に
注
意
！

坪
内
家
文
書
（
町
指
定
古
文
書
）

満
穂
光
明
寺「
版は
ん
ぽ
ん本

五
部
大だ
い
じ
ょ
う
き
ょ
う

乗
経
」（
町
指
定
典
籍
）

　鎌倉時代後期に奈良興福寺で
印刷され、満穂の光明寺に伝わっ
た版経。現在、愛媛県歴史文化
博物館保管。（写真）

　旧川登村の庄屋坪内家に保存
されていた文書。内容は砥部焼
関係、鉱山経営、村関係資料な
ど多岐にわたり、貴重な資料で
ある。

問
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
☎（
９
６
２
）
５
９
５
２
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令和２年度　子育て学習会
　子育て学習会は、
10 月から開催の予
定です。子育てに
役立つ講座と座談
会を開催していま
す。
　申し込み・問い合わせ
　とべ子育て支援コーディネーター

今月の講習会
「小児の感染症対策と予防」
　日時　９月 30日水 13時～ 15時
　場所　中央公民館視聴覚室
　講師　小泉小児科　小泉宗光先生
　申込期限　９月 23日水
　※託児が必要な人は、ファミサポまでご連
　　絡ください。

＜砥部児童館臨時休館日＞９月６日日、13日日

名称 開催日 時間 場所 対象 内容 問
子育てサロン
♪ポレポレ♪ 15日火

10時～ 11時

砥部児童館

乳幼児と保護者
親子遊びの場を提供します

②

園庭開放
♪ハグハグ♪

（天候不良のときは
中止になります）

３ 日木 宮内幼稚園

①
８ 日火 宮内保育所

９ 日水 麻生保育所

16日水 麻生幼稚園

24日木 砥部こども園

園庭開放 毎週火水
（22日は休み） ９時～ 12時 愛育幼稚園 ⑦

ダビデ組 第４土

どなたでも
奉仕作業 26日土

10時～ 16時 砥部児童館

奉仕作業で商品をゲット

③
とべとべチャレンジ

５ 日土
得意なことにチャレンジ12日土

19日土
あかちゃんたいむ ９ 日水 10時 30分～

麻生児童館

乳幼児と保護者 手遊び、絵本の読み聞かせなど

④ぐーちょきぱぁ 15日火 13時～ 未就学児親子 巧技台で遊ぼう

ママたいむ 16日水 10時 30分～ 事前申込者 藍染め体験

ぽっかぽか
８ 日火

10時～
高尾田あったか広場 事前申込者（５組）

缶バッジ作り

⑤15日火 運動会

16日水 10時 30分～ 絵本の読み聞かせ

　問い合わせ
①子育て支援課子育て支援センター係　☎（９０７）５６６５
②とべファミサポ事務局　☎（９６２）１９８８
③砥部児童館　☎（９６２）２８６８
④麻生児童館　☎（９５８）５１８７
⑤ぽっかぽか　☎（９５８）３４０５
⑥とべ子育て支援コーディネーター　☎０９０（８２８５）７６０４
⑦愛育幼稚園　☎（９６２）２２２４

「大きくなったよ！」の掲載は、終了しました。

とべ子育て支援コーディネーター☎ 090（8285）7604とべファミリー・サポート・センター（ファミサポ）☎（962）1988
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愛
で
は
な
い
。
け
れ
ど
そ
ば
に
い

た
い
ー
。
再
会
す
べ
き
で
は
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
男
女
が
も
う
一
度

出
会
っ
た
と
き
、
運
命
は
周
囲
の
人

を
巻
き
込
み
な
が
ら
疾
走
を
始
め
る
。

新
し
い
人
間
関
係
へ
の
旅
立
ち
を
描

い
た
長
編
小
説
。

　

カ
リ
ス
マ
結
婚
相
談
員
が
企
画
し

た
プ
レ
夫
婦
生
活
。
中
高
年
の
彼
ら

は
、
深
刻
な
過
去
、
家
族
の
存
在
、
健

康
不
安
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
が
…
。
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー

を
求
め
る
50
代
男
女
の
、滋
味
（
じ
み
）

あ
ふ
れ
る
婚
活
物
語
。

『流浪の月』
凪良 ゆう

東京創元社　刊

『結婚させる家』 
桂望実
光文社　刊

　

年
を
重
ね
る
こ
と
は
、
器
量
よ
し

に
な
る
こ
と
だ
。
今
ま
で
の
人
生
が

多
少
と
も
他
人
か
ら
必
要
と
さ
れ
る

も
の
な
ら
ば
、
私
の
今
あ
る
器
量
を

惜
し
げ
な
く
提
供
し
よ
う
。
老
い
て

わ
か
っ
た
人
生
の
心
得
を
綴
る
。

『老いの器量』
下重暁子
海竜社　刊

新
着
紹
介

『
侵
略
者(

ア
グ
レ
ッ
サ
ー)

』�

福
田　
和
代

『
さ
よ
な
ら
願
い
ご
と
』�

大
崎　
　
梢

『
迷
子
の
ま
ま
で
』�

天
童　
荒
太

『
線
は
、
僕
を
描
く
』�

砥
上　
裕
將

『
バ
カ
の
国
』�

百
田　
尚
樹

『
最
期
の
対
話
を
す
る
た
め
に
』�

玉
置　
妙
憂

『
雨
女
と
ホ
ー
ム
ラ
ン
』�

吉
野
万
理
子

休館日

☎（９６２）４４００
砥部町立図書館

おはなし会

にこにこほっぺのおはなし会

ひろたのみんなのおはなし会

●９月の予定●

●開館時間●
9：00～ 18：00

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 101112
13141516171819
20212223242526
27282930

　
宮
内
幼
稚
園
で
は
、
園
児
数
が
減
少

し
、
園
全
体
で
の
遊
び
な
ど
異
年
齢
が

自
然
な
流
れ
の
中
で
交
流
し
、
一
緒
に

活
動
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
夏
に
行
わ
れ
る
「
泡
作
り
遊
び
」
は
、

年
長
か
ら
年
中
、
年
少
へ
と
伝
え
ら
れ

て
い
く
、
遊
び
の
一
つ
で
す
。
年
長
児

は
、
滑
ら
か
で
つ
の
が
立
つ
泡
に
す
る

た
め
に
、
削
っ
た
石
け
ん
や
入
れ
る
水

の
量
を
加
減
し
な
が
ら
遊
び
ま
す
。
真

剣
に
作
っ
て
い
る
年
長
児
の
ま
ね
を

年
中
、
年
少
児
が
し
て
い
ま
す
。
使
う

道
具
は
一
緒
で
も
、
泡
の
滑
ら
か
さ
は

ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。『
さ
す
が
大
き

い
組
さ
ん
！
』
２
年
間
の
成
果
が
出
て

い
ま
す
。「
こ
の
泡
、
使
っ
て
い
い
よ
。」

と
砂
場
に
い
る
友
達
に
お
す
そ
わ
け
を

し
ま
す
。

　
一
緒
に
遊
ぶ
友
達
に
声
を
掛
け
、
気

づ
か
い
が
で
き
る
優
し
さ
を
身
に
付
け

た
り
、
遊
び
を
ま
ね
し
な
が
ら
自
分
の

も
の
と
し
て
い
く
中
で
、
友
達
と
一
緒

に
い
る
こ
と
の
心
地
よ
さ
を
感
じ
た
り

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
一
人
一
人
の
子
ど
も

た
ち
が
自
分
ら
し
く
輝
き
な
が
ら
、
自

分
も
友
達
も
大
切
と
思
え
る
心
を
育

ん
で
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

大
き
い
組
さ
ん　
す
ご
い
な
ぁ
（
宮
内
幼
稚
園
）

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

問
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
☎
（
９
６
２
）
５
９
５
２

み
ん
な
の
人
権

図書館だより

改
修
工
事
に
よ
る
休
館
日

10
月
６
日
火
～
11
月
４
日
水
ま
で
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情
報
あ
れ
こ
れ

募
集

広告

　

障
が
い
者
が
ス
ポ
ー
ツ
に

対
す
る
認
識
を
深
め
る
た
め
、

ル
ー
ル
、
基
本
プ
レ
ー
、
実
技

の
講
習
を
行
い
ま
す
。

種
目　
卓
球
、
レ
ク
ボ
ッ
チ
ャ

日
程　
各
種
目
５
回
（
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

場
所　
愛
媛
県
身
体
障
が
い
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
体
育
館

定
員　
１
回
あ
た
り
20
人
程
度

持
っ
て
く
る
も
の　

体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
、
水
・
お
茶
、
マ
ス

ク
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
防
止
の
た
め
着
用
）
な
ど

申
込
方
法　
申
込
書
を
各
講
習

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
メ
ー

ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
愛
媛
県
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局

に
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問
愛
媛
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協

会
事
務
局
☎
（
９
２
４
）
２
１
０
１

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
講

習
受
講
者

お
知
ら
せ

　
９
月
は
、
気
温
も
高
く
、
夏

場
の
酷
暑
で
体
力
を
消
耗
し
、

抵
抗
力
も
弱
り
が
ち
で
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
弁

当
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
食
品
を
利

用
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま

す
。
食
中
毒
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

○
調
理
前
や
食
事
前
に
は
、
手

を
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

○
加
熱
し
て
食
べ
る
食
品
は
、

中
心
部
ま
で
十
分
火
を
通
し
ま

し
ょ
う
。

○
調
理
し
た
食
品
は
早
く
食
べ

き
り
、
長
時
間
室
温
放
置
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
愛
媛
県
中
予
保
健
所
生
活
衛

生
課
☎
（
９
０
９
）
８
７
５
８

９
月
は
集
団
食
中
毒

防
止
月
間

　
地
方
公
共
団
体
、
関
係
団
体

な
ど
が
連
携
し
て
相
談
事
業
・

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
近
年
、８
０
５
０
問
題
な
ど
、

ひ
き
こ
も
り
の
長
期
化
や
深
刻

化
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。
１
人
や
家
庭
で
抱
え

込
む
前
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
に
つ

い
て
、
電
話
や
メ
ー
ル
、
窓
口

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
本
人
の

年
齢
や
状
態
、
相
談
内
容
に
応

じ
て
適
切
な
支
援
に
つ
な
ぎ
ま

す
。

〇
国
・
愛
媛
県
の
相
談
窓
口

・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統

一
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０

（
０
６
４
）
５
５
６

・
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
24
時
間
対
応
）
☎
０
１
２
０

（
２
７
９
）
３
３
８
（
無
料
）

〇
砥
部
町
の
相
談
窓
口

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時

15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

問
保
険
健
康
課
健
康
増
進
係

☎
（
９
６
２
）
６
８
８
８

９
月
10
日
か
ら
16
日
は

自
殺
予
防
週
間

　
同
じ
悩
み
を
経
験
し
た
会
員

が
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お

気
軽
に
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

日
時　
毎
月
第
２
・
第
３
木
曜

日
13
時
30
分
～
15
時
30
分

対
象　
町
内
在
住
で
こ
こ
ろ
の

悩
み
に
関
す
る
相
談
が
あ
る
人

問
砥
部
町
精
神
障
害
者
地
域
家

族
会
み
な
み
会(

砥
部
町
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
と
や
す
み

内)

☎
（
９
０
４
）
１
３
０
６

家
族
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

　
Ｊ
Ｒ
予
土
線
を
こ
よ
な
く
愛

し
、
末
永
く
存
続
す
る
こ
と
を

願
う
気
持
ち
を
持
っ
た
人
を
対

象
と
す
る
予
土
線
応
援
団
で

す
。
特
典
や
会
員
証

に
よ
る
優
待
付
き

で
、
ど
な
た
で
も
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

あ
な
た
も「
Ｙ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
サ

ポ
ー
タ
ー
」に
な
り
ま
せ
ん
か
。

○
１
口
千
円
（
12
歳
未
満
は

５
０
０
円
）

問
Ｙ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
サ
ポ
ー
タ
ー
事

務
局（
南
予
地
方
局
地
域
政
策
課
内
）

☎
０
８
９
５（
２
８
）６
１
４
３

Ｙ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｎ

サ
ポ
ー
タ
ー
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相談内容 日時 場所 問い合わせ

心配ごと相談
�９月 10日木 10時～ 12時

中央公民館
社会福祉協議会
☎（９６２）７１００�９月 24日木 10時～ 12時

行政相談
�９月 15日火 10時～ 15時 総務課総務管理係

☎（９６２）６１１０�９月 26日土 10時～ 12時 ひろた交流センター

人権相談 �９月 15日火 10時～ 15時 中央公民館 社会教育課社会教育係
☎（９６２）５９５２

各 種 相 談

　
９
月
９
日
の
「
救
急
の
日
」
を
含
む

１
週
間
は
「
救
急
医
療
週
間
」
で
す
。

　
安
心
し
て
救
急
医
療
を
受
診
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
医
療
機
関
や
救
急
車
の

適
切
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

普
段
か
ら
の
３
つ
の
心
が
け

○
日
頃
か
ら
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま

し
ょ
う

○
健
康
診
断
や
検
診
等
に
よ
り
、
病
気

の
予
防
や
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う

○
家
庭
で
薬
を
常
備
し
ま
し
ょ
う

受
診
に
あ
た
っ
て
の
３
つ
の
心
が
け

○
な
る
べ
く
通
常
の
診
療
時
間
内
に
受

診
し
ま
し
ょ
う

○
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
て
も
、
軽
症
の

場
合
は
、
通
常
の
受
付
順
と
な
る
場
合

が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う

○
休
日
や
夜
間
で
比
較
的
症
状
の
軽
い

人
は
休
日
夜
間
救
急
セ
ン
タ
ー
や
在
宅

当
番
医
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

症
状
は
軽
い
け
れ
ど
、
ど
う
す
れ
ば
…

○
ど
こ
の
病
院
に
行
け
ば
よ
い
か
分
か

ら
な
い
場
合
に
は
え
ひ
め
医
療
情
報

ネ
ッ
ト
を
参
考
に
さ
れ
る
か

最
寄
り
の
消
防
署
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
お
子
さ
ん
の
急

な
病
気
や
け
が
の
場
合
は
小
児
救
急
医

療
電
話
相
談
（
＃
８
０
０
０
）
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
愛
媛
県
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
医
療

局
医
療
対
策
課
☎（
９
１
２
）２
４
５
０

愛
媛
の
救
急
医
療
を
守
る
県
民
運
動（
愛
救
県
民
運
動
）

＃８０００の流れ

町民

＃８０００
医療機関案内
（受付員）
救急医療相談
（看護師）

迷ったら
＃８０００ 助言

状況に応じて

医師などの助言

119番するようにすすめる
医療機関に行くようにすす
める
心配ないが何かあれば医療
機関に行くようにすすめる
心配ないので昼間かかりつ
け医に行くようにすすめる

　
県
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
愛
媛

独
自
の
接
触
確
認
シ
ス
テ
ム
「
え
ひ
め

コ
ロ
ナ
お
知
ら
せ
ネ
ッ
ト
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
不
特
定
多
数
が
参
加
・
訪
問
す
る
イ

ベ
ン
ト
や
施
設
で
、
主
催
者
な
ど
が
発

行
す
る
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
こ

と
で
、
参
加
者
に
感
染
者
が

発
生
し
た
と
き
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
通
知
し
ま
す
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
一
般
相
談
窓
口

☎
（
９
０
９
）
３
４
６
８

え
ひ
め
コ
ロ
ナ
お
知
ら
せ

ネ
ッ
ト

大
洲
南
IC
～
西
予
宇
和
IC

規
制
日
時　
９
月
30
日
水
～
10
月
３
日
土

各
日
20
時
～
翌
日
６
時

迂（
う
）回
路　
国
道
56
号

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

�http://w
w
w
.w

-nexco.co.jp/
shikoku-yakan/

問
西
日
本
高
速
道
路
㈱
愛
媛
高
速
道
路

事
務
所
☎
（
９
０
５
）
０
１
８
１

松
山
自
動
車
道
夜
間
通
行
止
め
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編
集
後
記

いも炊き
簡単でおいしい時短レシピを紹介します。

人の動き（８月１日現在）●人口 20,787 人（＋ 7）男 9,872 人／女 10,915 人　●世帯 9,359 世帯（＋ 7）
発行 /砥部町（〒 791-2195�宮内 1392番地）
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この広報紙は、再生紙を使用しています。

問保険健康課健康増進係☎（962）6888

広告

材料（４人分）
鶏肉（もも）�……………………………………240g
厚揚げ�…………………………………………160g
油揚げ�……………………………………………15g
干ししいたけ�……………………………………10g
里芋（冷凍）�……………………………………400g
ごぼう�……………………………………………80g
にんじん�………………………………………120g
こんにゃく�………………………………………1枚
植物油� …………………………………大さじ 1/2
水�……………………………………………４カップ
煮干し（頭、わたを取る）�………………………20g
砂糖�…………………………………………大さじ 2
薄口しょうゆ� ……………………大さじ 4と 1/2
みりん�………………………………………大さじ 2

ごぼう、にんじんは皮を取り、乱切りにして、1.�
電子レンジで２分加熱する。
鶏肉、厚揚げは一口大、油揚げは食べやすい2.�
大きさに切る。こんにゃくは一口大にちぎる。
干ししいたけは軽く洗い、ぬるま湯につける。3.�
鍋に油をしき、鶏肉を入れて炒め、火がとおっ4.�
たら、水、煮干し、干ししいたけを戻し汁ご
と加え、ごぼう、にんじん、こんにゃく、厚
揚げを加える。
砂糖、薄口しょうゆ、みりんを加え、油揚げ5.�
と凍ったままの里芋を入れ、里芋に火が通れ
ば出来上がり。

※彩りにいんげんやねぎを散らす。

作り方

・里芋は冷凍食品を
使い、ごぼうやにん
じんをレンジ加熱す
ることで調理時間が
短縮します。
・食材として煮干し
や干ししいたけを取
り入れることで、だ
しの効いたいも炊き
になります。

point

　

今
月
の
表
紙
は
、
砥
部
こ
ど
も
園

で
の
給
食
の
様
子
で
す
。

　

給
食
の
時
間
に
は
、
み
ん
な
で
楽

し
く
食
べ
て
、
マ
ナ
ー
や
箸
の
持
ち

方
、
好
き
嫌
い
な
く
食
べ
る
こ
と
な

ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

取
材
の
時
も
、
年
長
の
子
ど
も
た

ち
は
、「
ご
飯
や
お
か
ず
を
食
べ
て
か

ら
デ
ザ
ー
ト
よ
。」
と
私
に
食
べ
る
順

番
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
楽
し
く
食
べ
る
体
験
を
積
み
重
ね
、

食
へ
の
関
心
や
マ
ナ
ー
な
ど
が
育
ま

れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

�

（
越
智
）


